
17 Management & Technology for Creative Kyoto 2018.7・8 18Management & Technology for Creative Kyoto 2018.7・8

本セミナーについて
 食品・バイオ技術セミナーは、食品等に関わる技術的課題につい
て様々な角度から検討を行うとともに、情報交換の場を提供する
ことを目的に開催しています。今年度は全3回で計画しており、第１
回（７月２日開催）は、食品の物性を適切に設定した高齢者食の開
発、健康を維持・増進するための特定保健用食品や機能性表示食
品に関する内容で開催しました。
　第２回のセミナーでは、和菓子をテーマにバイヤーと作り手、そ
れぞれの視点からのお話です。日本全国の和菓子を食べ歩く髙島
屋和菓子バイヤーの畑氏からは、
とっておきの和菓子のお話とバイ
ヤー視点ならではの商品価値の見
出し方などのお話を伺います。ま
た、作り手の視点では200年以上
の歴史を持つ京都の老舗和菓子店
「亀屋良長」8代目女将の吉村氏に
登場いただきます。同氏は、「からだ
にも こころにも やさしい京菓子

を」をコンセプトに、長い年月受け継がれてきた伝統を大切にしな
がら、独自の目線で新たな和菓子を開発されています。低GI※値の
天然甘味料やミネラル、食物繊維を豊富に含む素材を使い、栄養
のことも考えた和菓子の製造について伺います。
　第３回のセミナーでは、酵素を用いた研究開発の話を中心に産
学公の各分野で活躍されている講師の皆様からのご講演です。京
都大学名誉教授の井上氏からは民間企業時代に開発された高速
の臨床診断装置と応用されている酵素技術や食品分析への展開
等のお話、京都大学の桝田氏からは多くの食品や飲料に使用され
ている低カロリー甘味料について、甘味を感じるメカニズムとより
甘味の強い甘味料の開発等のお話、松谷化学工業株式会社の内
山氏からは自社で安定生産を実現された希少糖や食感の改良や
品質の改善、機能性の付与等にも用いられる素材である加工澱粉
の使い方のお話、大阪産業技術研究所の村上氏には公設試験研
究機関で行われた微生物・酵素を用いた機能性糖質の開発のお話
をそれぞれご講演いただきます。深く食品・バイオ技術について学
び、議論する場となればと思います。

　技術センターでは、食品・バイオ分野の最近の話題や情報を紹介する「食品・バイオ技術セミナー」を開催しています。どなたで
も参加いただけますので、新製品開発力や品質・衛生管理能力の向上にぜひご活用ください。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品・バイオ担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

食品・バイオ技術セミナー

食品・バイオ技術セミナーのご案内
－製品開発、品質管理に活かしませんか－
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第2回
平成30年
9月20日（木）
13：30～16：30

第3回
平成30年
11月2日（金）
午後

ユニークな食品・バイオ技術
　食品サイエンスおよびバイオテクノロジーの最近の話題について、産学公の各分野で活躍されている講師の方々か
ら御講演いただきます。

和菓子を通して感じる伝統と革新
　昔から変わらないようで、日々変わり続ける和菓子。伝統を大切にしながらも革新を続ける和菓子に携わられるお二
人に、新商品開発のヒントになるお話をしていただきます。

①「歴史を紡ぐ和菓子屋のこれから」
講師：髙島屋 和菓子バイヤー　畑 主税 氏

②「からだにも こころにも やさしい京菓子の開発」（仮題）
講師：亀屋良長 8代目女将、吉村和菓子店 店主　吉村 由依子 氏

①酵素免疫測定法の高感度化の工夫と臨床診断および食品分析への展開
講師：京都大学名誉教授　井上 國世 氏

②甘味はどのように受容されるか－低分子甘味料から甘味タンパク質まで－
講師：京都大学大学院農学研究科食品生物科学専攻　桝田 哲哉 氏

③希少糖と加工でん粉の利用方法
講師：松谷化学工業株式会社研究所 第2部3グループ　内山 朋子 氏

④微生物・酵素を用いた機能性糖質の開発
講師：（地独）大阪産業技術研究所森之宮センター 生物・生活材料研究部　村上 洋 氏

開催日 内　容

開催場所：当センター ５階 研修室
参 加 費：無料
申 込 み：当センターWebページから、希望される回にお申し込みください。  URL  https://www.kptc.jp/seminor/syoku/

SiCパワーデバイスとは
　パワーデバイスとは電力変換や制御を行う半導体のことで、そ
の材料には、従来はSi（シリコン）が使われていました。近年、SiC（シ
リコンカーバイド）が活用されるようになり、より省エネ型で高効率
のエネルギー利用が可能な次世代のパワーデバイスとして期待さ
れています。
　実用化も進んでおり、2020年度に東海道・山陽新幹線へ新規投
入予定の次期車両「N700Ｓ」に同デバイスが採用されることとなっ
ています。機器が小型・軽量化できるため、消費電力量は現行車両
「N700A」と比べて７％削減されることが見込まれています。この
他、X線発生装置を始めとする医療用や産業用の高出力電源装置
などにも採用されるなど、SiCパワーデバイスの特長を活かした新
たな製品の開発・販売が進められているところです。

中小企業SiCパワーデバイス活用研究会
「SiC基礎セミナー」のご案内

技術
センターから

　技術センターでは、平成29年度まで京都地域で実施された「スーパークラスタープログラム」※と連動し、低環境負荷社会の実現、地域企
業の活性化および地域産業の振興に寄与することを目的に、「中小企業SiCパワーデバイス活用研究会」を設立しています。
　その活動の一環として、今回どなたでも参加いただけるセミナーを開催します。SiCパワーデバイスの利活用に関する情報把握、新分野進
出や産産・産学連携のきっかけづくりにぜひご参加ください。　※採択課題：クリーン・低環境負荷社会を実現する高効率エネルギー利用システムの構築

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気・電子担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

〈参加者の声〉
◉具体的で、実際の様子・回路例が聞けて大変参考になった。

◉今後電動化される分野や、アプリケーションを知ることができた。

◉実動視点での説明で、使用を検討する前の良いインプットになった。

◉講演企業の技術はユニークで高いレベルのものであり、なかなか普

段は接することがなかったので、非常に貴重な機会だった。

◉SiCパワーデバイスの社会実装の成功事例がよく分かった。

平成３０年度「SiC基礎セミナー」
日　時　平成３０年８月２日（木）　１４：００～１６：００
会　場　当センター　５階　研修室
内　容　「スーパークラスタープログラム」研究成果など
講　師　京都大学大学院 情報学研究科 通信情報システム専攻 教授　佐藤 高史 氏
　　　　京都工芸繊維大学 工芸科学研究科 電子システム工学専攻

 教授　小林 和淑 氏
 助教　古田 潤 氏

受講料　無料
定　員　６０名
申込み　当センターのホームページ（https://www.kptc.jp/）からお申し込みいただくか、以下のお問い合わせ先へご連絡ください。

昨年度の実績と参加者の声
　平成29年度は、SiCパワーデバイスの「使用例（具体例）」、「現状・
課題」や「応用例紹介」などをテーマにセミナーを２回開催し、延べ
60人の方が参加されました。

昨年度の様子
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※Glycemic Index（グリセミック・インデックス）の略で、食後血糖値の上昇度を示す指標。

吉村和菓子店「美甘玉」
亀屋良長の代表名菓「烏羽玉」をモチーフ
に、低GI値の原料でつくられている。


